
（別紙４）

～ 令和６年　12月　28日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

～ 令和７年　１月　9日

（対象者数） 2名 （回答者数） 2名

～ 令和６年　12月　28日

（対象数） 3名 （回答数） 3名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・今後も訪問先の状況を把握した上で適切な助言ができるよ

う、訪問先の課題や困りごとの把握に努め、支援実施後もお

子さまの変化や支援方法についてモニタリングを行っていま

す。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・訪問先の課題や困りごとが解消または軽減できるよう、専

門職の助言受けながら研修の機会を確保していき、訪問支援

員の知識や技能の向上につなげられるよう育成に努めていき

ます。

2

3

○事業所名 こどもサポートセンタースクラブ

○保護者評価実施期間 令和6年　12月　9日

○保護者評価有効回答数

令和6年　12月　27日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　1月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和6年　12月　9日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・訪問先の課題や困りごとが解消または軽減されることについ

ては課題があります。

・訪問支援員の経験の少なさや専門的知識の不足から訪問先の

困りごとの解消や軽減に必要な提案や助言が不足しています。

・保育所等訪問支援を実施する際、訪問先施設に配慮した支援

が行っています。

・療育で行っている支援のみを伝えるのではなく、職員体制や

訪問先が大事にしている支援方針や、助言した支援方法が可能

か確認した上でやりとりするよう努めています。

事業所における自己評価総括表公表


